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務
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遂

陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和４年1 0月号

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
９
月
４
日
宮
城
県

気
仙
沼
市
で
行
わ
れ
た
「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
写
真

展
、
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
支
援
し
ま
し
た
。

本
写
真
展
は
、
気
仙
沼
市
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
災
害
復
興
活

動
支
援
機
構
が
主
催
し
、
東
日

本
大
震
災
時
、
救
援
救
助
・
復

興
支
援
に
当
た
っ
た
自
衛
隊
・

警
察
・
消
防
等
か
ら
活
動
記
録

写
真
の
提
供
を
受
け
、
５
０
０

枚
程
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し

た
。
第
６
師
団
か
ら
も
東
日
本

大
震
災
の
活
動
写
真
を
１
０
０

枚
ほ
ど
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー

ト
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
福
島
県
南
相
馬

市
立
小
高
中
学
校
の
卒
業
生
が
、

そ
の
想
い
を
歌
詞
に
綴
っ
た

「
群
青
」
を
第
６
音
楽
隊
（
隊

長

濱
中
２
尉
）
の
３
名
（
田

中
３
曹
、
八
木
３
曹
、
永
澤
３

曹
）
の
隊
員
で
歌
い
会
場
全
体

が
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
在
日
米
陸
軍
軍
楽

隊
と
の
合
同
演
奏
で
は
、
両
音

楽
隊
が
調
整
を
重
ね
選
曲
を
行

い
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
／
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｉ
」
を
含
め
た
５
曲
を
演

奏
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

第６飛行隊

陸士長 渡 邉 夏 菜（航空機整備手）

私
は
、
第
６
音
楽
隊
で
音
楽

陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

第
６
音
楽
隊
は
、
山
形
・
宮

城
・
福
島
の
南
東
北
３
県
を
担

当
し
、
記
念
行
事
や
定
期
演
奏

会
、
各
種
行
事
に
お
け
る
演
奏

な
ど
幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

音
楽
隊
は
、
地
域
と
自
衛
隊

を
繋
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在

だ
と
感
じ
て
お
り
、
演
奏
会
に

足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
の
笑

顔
や
、
時
に
は
涙
を
流
し
て
聴

い
て
い
る
姿
を
見
た
時
は
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

演
奏
は
、
同
じ
駐
屯
地
で
働

く
自
衛
官
に
向
け
た
「
士
気
高

揚
の
た
め
の
演
奏
」
や
、
「
儀

式
の
た
め
の
演
奏
」
が
経
験
で

き
る
こ
と
は
自
衛
隊
の
音
楽
隊

の
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ま
た
現
在
、
経
費
係
と
し
て
、

部
隊
に
配
分
さ
れ
た
経
費
を
計

画
的
に
執
行
す
る
重
要
な
業
務

を
担
当
し
て
お
り
、
日
々
責
任

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
他
に
も
車
両
の
操
縦
手
と

し
て
人
員
輸
送
車
１
号
（
大
型

バ
ス
）
の
操
縦
訓
練
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
に
活
躍
で
き
る
自
衛

官
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

第６音楽隊

３等陸曹 田 中 瑞 希（音楽陸曹）

令
和
４
年
度
師
団
総
合
戦
闘
射
撃

第
20
普
通
科
連
隊

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木
１
佐
）
は
、
９
月
５
日
か

ら
10
日
ま
で
の
間
、
王
城
寺
原

演
習
場
（
宮
城
県
）
に
お
い
て

「
令
和
４
年
度
師
団
総
合
戦
闘

射
撃
」
を
行
い
ま
し
た
。

戦
闘
射
撃
で
は
一
連
の
攻
撃

行
動
に
基
づ
き
、
小
銃
小
隊
が

分
隊
長
の
指
揮
・
統
制
の
下
、

攻
撃
前
進
を
開
始
、
施
設
作
業

小
隊
が
70
式
地
雷
原
爆
破
装
置

で
地
雷
原
通
過
口
を
開
設
、
81

㎜
迫
撃
砲
及
び
１
２
０
㎜
迫
撃

砲
、
狙
撃
班
の
射
撃
が
小
銃
小

隊
の
前
進
を
支
援
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
22
即
応
機
動
連

隊
第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊
の
Ｍ

Ｃ
Ｖ
に
よ
る
射
撃
支
援
を
受
け

つ
つ
、
小
銃
小
隊
は
次
々
と
現

出
す
る
敵
を
撃
破
し
攻
撃
目
標

を
奪
取
、
引
き
続
き
個
人
携
帯

対
戦
車
弾
及
び
01
式
軽
対
戦
車

誘
導
弾
で
の
逆
襲
対
処
ま
で
一

連
の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

連
隊
は
本
訓
練
を
通
じ
、
各

種
火
器
の
射
撃
練
度
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
陣
地
攻
撃
に
お

け
る
戦
闘
行
動
に
連
携
し
た
射

撃
要
領
を
演
練
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ま
た
、
81
㎜
迫
撃
砲
及
び
１

２
０
㎜
迫
撃
砲
の
射
撃
に
お
い

て
は
、
今
年
入
隊
し
た
新
隊
員

が
各
中
隊
の
先
輩
隊
員
に
射
撃

小銃小隊の射撃

新隊員８１ｍｍ迫撃砲射撃 林内における重迫撃砲射撃

要
領
を
教
わ
り
な
が
ら
、
初
め

て
の
実
弾
射
撃
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
技
に
お
け
る
知
識
及

び
技
能
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

連
隊
は
引
き
続
き
、
令
和
５

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
師
団

訓
練
検
閲
に
向
け
連
隊
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

７０式地雷原
爆破装置

私
は
現
在
、
航
空
機
整
備
手

と
し
て
、
第
６
飛
行
隊
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
に
は
全
国
に
展
開

す
る
機
動
部
隊
と
し
て
、
指
揮

連
絡
、
物
資
空
輸
、
救
助
活
動
、

山
林
火
災
消
火
等
の
訓
練
を
日

々
行
っ
て
い
ま
す
。

第
６
飛
行
隊
は
師
団
で
唯
一

の
航
空
科
部
隊
で
あ
り
、
即
応

力
が
求
め
ら
れ
る
部
隊
で
す
。

故
に
、
い
ち
早
く
活
動
部
隊
に

対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
よ
り
各
種
活
動
が
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
日
々
部
隊
の

仲
間
と
共
に
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。

私
は
今
年
、
出
産
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
職
場
で
は
、
家
族

を
含
め
今
の
状
況
を
快
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
勤
務
等
と
両

立
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
陸
曹
と
な
り
第
６
飛

行
隊
の
一
員
と
し
て
、
活
躍
す

る
母
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
部

隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
誇
り
を

持
ち
勤
務
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
教
育
訓
練
開
始
！

第
６
師
団

水路潜入（檜原湖）

体力調整１－１

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
９
月
８
日
か
ら
「
令

和
４
年
度
師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
集

合
教
育
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
第
44
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
を

担
任
官
と
し
て
、
師
団
隷
下
部

隊
等
よ
り
選
抜
さ
れ
た
12
名
の

隊
員
に
対
し
、
主
と
し
て
遊
撃

行
動
に
よ
り
困
難
な
状
況
を
克

服
し
て
任
務
を
完
遂
す
る
能
力

及
び
精
神
力
を
付
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
教
育
を
開
始
し

ま
し
た
。

教
育
開
始
式
で
は
、
教
育
隊

長(

副
連
隊
長

武
久
２
佐)

か

ら
学
生
長
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
旗
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

12
名
の
学
生
は
、
強
靭
な
体

力
及
び
不
撓
不
屈
の
精
神
力
を

養
う
と
と
も
に
、
各
種
技
能
を

体
得
し
て
任
務
を
完
遂
し
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
手
に
入
れ
る

た
め
、
12
月
２
日
ま
で
の
約
３

カ
月
間
の
教
育
で
自
己
の
限
界

に
挑
み
ま
す
。

体力調整１－２

第
６
師
団(
師
団
長

鬼
頭
陸
将)

は
、
10
月
3
日
か
ら
８
日

ま
で
の
間
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て｢

令
和
４
年
度
第
２

次
師
団
訓
練
検
閲｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

空路潜入（実機）

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
令
和
４
年
10
月
３

日
か
ら
８
日
ま
で
の
間
、
王
城

寺
原
演
習
場
及
び
白
河
布
引
山

演
習
場
に
お
い
て
５
個
部
隊
に

対
し
て
「
令
和
４
年
度
第
２
次

師
団
訓
練
検
閲｣

を
実
施
し
ま

し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
第
６
後
方

支
援
連
隊
（
連
隊
長

益
子
１

佐)

、
第
６
施
設
大
隊
（
大
隊

長

日
野
２
佐
）
、
第
６
偵
察

隊
（
隊
長

小
畑
２
佐
）
、
第

６
飛
行
隊(

隊
長

久
原
２
佐
）

及
び
第
６
特
殊
武
器
防
護
隊

（
隊
長

渡
邊
３
佐
）
に
対
し

て
「
師
団
の
陣
地
攻
撃
に
お
け

る
行
動
」
を
評
価
し
て
そ
の
進

歩
・
向
上
を
促
し
ま
し
た
。

鬼
頭
師
団
長
は
神
町
駐
屯
地

で
実
施
さ
れ
た
訓
練
開
始
式
に

お
い
て
、
「
指
揮
の
要
訣
の
実

践
」
「
職
種
能
力
の
最
大
限
発

揮
」
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理

の
徹
底
」
の
３
点
を
要
望
し
ま

し
た
。

各
指
揮
官
は
作
戦
全
般
の
状

況
を
把
握
し
て
、
普
通
科
連
隊

等
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

隊
が
持
つ
機
能
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
専
門
的
知
識
を
活

用
し
た
戦
闘
支
援
及
び
後
方
支

援
を
実
施
し
ま
し
た
。

鬼
頭
師
団
長
は
、
講
評
に
お

い
て
「
全
隊
員
が
任
務
達
成
の

た
め
に
一
致
団
結
し
、
任
務
を

果
た
さ
ん
と
す
る
強
靭
不
屈
な

敢
闘
精
神
を
目
の
当
た
り
に
し
、

大
変
心
強
く
感
じ
た
。
各
部
隊

長
を
核
心
に
、
更
に
練
成
を
積

み
重
ね
、
強
靭
な
部
隊
及
び
隊

員
と
し
て
更
に
前
進
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。


